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男
女
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自
ら
の

意
志
に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、
男
女
が

均
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
享
受
し

て
、
共
に
責
任
を
担
う
こ
と
が
で
き

る
社
会
が
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
性
別
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
、
一
人
一
人
が
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

○
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
防
止
法

　
　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、

被
害
者
へ
の
接
近
な
ど
、
こ
れ
ま

で
殴
る
蹴
る
と
い
っ
た
身
体
的
Ｄ

Ｖ
を
禁
止
す
る
保
護
命
令
の
対
象

被
害
を
拡
大
し
、
令
和
６
年
４
月

の
施
行
後
は
、
言
葉
や
態
度
で
相

手
を
追
い
詰
め
る
『
精
神
的
Ｄ

Ｖ
』
に
つ
い
て
も
、
保
護
命
令
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
保
護
命
令
の
期
間
の

延
長
や
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

○
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の

支
援
に
関
す
る
法
律

　
　
令
和
４
年
５
月
『
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す

る
法
律
』
（
困
難
女
性
支
援
法
）

が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
女
性
の
福
祉
増
進
や
民
間
団
体

と
の
協
働
、
人
権
の
擁
護
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
国
と
自
治
体
に
、

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
（※

）

へ
の
支
援
に
取
り
組
む
責
務
が
あ

る
こ
と
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、

包
括
的
な
援
助
に
当
た
る
『
女
性

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の
設
置
を

都
道
府
県
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
貧
困
や
家
庭
内
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
に
直
面
す
る
女
性

の
自
立
に
向
け
て
、
公
的
支
援
を

強
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
育
児
・
介
護
休
業
法

　
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
出
産
・
育

児
等
に
よ
る
労
働
者
の
離
職
を
防

ぎ
、
希
望
に
応
じ
て
男
女
と
も
に

仕
事
と
育
児
等
が
両
立
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休

業
法
の
改
正
が
３
段
階
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
１
段
階
目
と
２
段
階
目
に
お
い

て
は
全
企
業
が
対
象
で
す
が
、
令

和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

『
育
児
休
業
の
取
得
の
状
況
の
公

表
の
義
務
付
け
』
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
数
が
１
千
人
を
超
え
る
企

業
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
公
表
内
容
は
男
性
の
取

得
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
Ｇ
７
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
大
臣

　
会
合
の
開
催

　
　
令
和
５
年
６
月
、
国
内
で
初
め

て
栃
木
県
日
光
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
栃
木
県
・
日
光
男
女

共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣

会
合
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
女
性
・

女
児
に
与
え
た
影
響
や
女
性
の
経

済
的
自
立
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
今
後
の
取
組
方
針

を
示
す
『
日
光
声
明
』
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
同
声
明
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
や
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
、
全

て
の
女
性
、
女
児
、
性
的
少
数
者

の
人
権
と
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
努
力

を
続
け
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
』
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
』
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
』
な
ど
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
左
表
の
言
葉

の
頭
文
字
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）

の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
性
の
あ
り
方
を
受
け
入
れ
、

誰
も
が
平
等
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目

標
５
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う
』
の
達
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ジェンダー平等を実現しよう
・男女の違いにある不平等や差別をなくすこと。
・性別の違いに関わらず、多様な性のあり方を
　受け入れて誰もが平等に能力を発揮できるよ
　うにすること。

ＳＤＧｓ
目標５の
ポイント！

男
女
共
同

参
画
社
会
と
は

男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
国
際
的
動
向

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど

多
様
な
性
に
つ
い
て

問い合わせ　市民協働グループ（☎85２１３９）

支
援
の
仕
組
み
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

・ＤＶや性虐待など家族からの暴力
・性暴力、性的搾取
・離婚
・貧困、心身の疾患や障害、居場所の喪失、
　社会的孤立
・予期しない妊娠、中絶
・孤立した子育てなど

Ｇ　ゲイ   男性同性愛者

男女共同参画社会を目指して

～無くそう思い込み、守ろう個性　　
　　みんなでつくる、みんなの未来。～
～無くそう思い込み、守ろう個性　　
　　みんなでつくる、みんなの未来。～

　令和４年時点で、日本の平均寿命は女性87.09歳、男性81.05歳、まさに人生100年時代と言われる
今、結婚や家族構成の変化など人生が多様化している一方で、男女間の賃金格差や働き方等の慣行、
性別による無意識の思い込み、さまざまな政策や制度等の現実とのギャップも指摘されています。
誰もが自分らしく、生きがいを感じて生きていく社会を実現するために『男女共同参画社会』につ
いて考えてみましょう。

（※）困難な問題を抱える女性の例

〈ＤＶ防止法〉主な改正内容
●保護命令期間
　６カ月　→　１年
●違反した場合の罰則
　１年以下の懲役　→　２年以下の懲役
　または
　１００万円以下の罰金　→　２００万円以下の罰金

Ｌ　レズビアン  女性同性愛者

Ｌ・Ｇ・Ｂ・Ｔ・Ｑ
以外の方

Ｂ　バイセクシャル 両性愛者
さまざまな性別不合、性別
違和がある方Ｔ　トランスジェンダー

性的指向や性自認が分から
ない、決めない方Ｑ　クエスチョニング

＋　プラス

◎育児・介護休業法の主な改正内容
施行日 制度 内容

【１段階目】
令和４年
４月１日

雇用環境整備および
個別周知・意向確認
の措置の義務化

本人または配偶者の妊娠・出
産の申し出をした労働者に対
して、事業主は制度の周知お
よび休業の取得意向の確認を
個別に行わなければならない

有期雇用労働者の育
児・介護休業取得要
件緩和

『事業主に引き続き雇用され
た期間が１年以上である者』
であることという取得要件を
廃止

【２段階目】
令和４年

産後パパ育休
（出生時育児休業）
の創設

子の出生後８週間以内に４週
間まで取得可能

育児休業の分割取得 分割して２回まで取得が可能
※取得の際にそれぞれ申し出。

【３段階目】
令和５年
４月１日

育児休業等の取得状
況の公表の義務化

従業員数1,000人超の企業
は、男性の育児休業等の取得
の状況を年１回公表すること
を義務付け
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　１年以下の懲役　→　２年以下の懲役
　または
　１００万円以下の罰金　→　２００万円以下の罰金

Ｌ　レズビアン  女性同性愛者

Ｌ・Ｇ・Ｂ・Ｔ・Ｑ
以外の方

Ｂ　バイセクシャル 両性愛者
さまざまな性別不合、性別
違和がある方Ｔ　トランスジェンダー

性的指向や性自認が分から
ない、決めない方Ｑ　クエスチョニング

＋　プラス

◎育児・介護休業法の主な改正内容
施行日 制度 内容

【１段階目】
令和４年
４月１日

雇用環境整備および
個別周知・意向確認
の措置の義務化

本人または配偶者の妊娠・出
産の申し出をした労働者に対
して、事業主は制度の周知お
よび休業の取得意向の確認を
個別に行わなければならない

有期雇用労働者の育
児・介護休業取得要
件緩和

『事業主に引き続き雇用され
た期間が１年以上である者』
であることという取得要件を
廃止

【２段階目】
令和４年

産後パパ育休
（出生時育児休業）
の創設

子の出生後８週間以内に４週
間まで取得可能

育児休業の分割取得 分割して２回まで取得が可能
※取得の際にそれぞれ申し出。

【３段階目】
令和５年
４月１日

育児休業等の取得状
況の公表の義務化

従業員数1,000人超の企業
は、男性の育児休業等の取得
の状況を年１回公表すること
を義務付け


